
 

 

２０１４年２月号 

 

 

ＬＩＰ
りっぷ

 （Local
ろーかる

 Information
いんふぉーめーしょん

 Paper
ぺーぱー

） とは…… 

枚方
ひらかた

市民発
しみんはつ

の、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

・文化
ぶ ん か

・環境
かんきょう

・ボランティアなどの

情報
じょうほう

を掲載
けいさい

する地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

情報紙
じょうほうし

をめざします。 

├『言いたい放題！ アッキー28号』(1) 九十歳の誕生日に 

├ ついにAmazonデビューを果たしました♪ とれぶ出版部 

├「地域密着型情報紙を目指します♪」 ＬＩＰ自己紹介 

├ ＬＩＰな人々 17人目♪ ひょんな事から“枚方の歴史”

を書くようになりました 

├ 今月の五行歌 

├ イベント紹介 ├ 編集局より／ＬＩＰ配布場所／会計報告 

「ＬＩＰ編集局」 http://www.love-dugong.net/lip/ 

 

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL：070-5653-6913(18 時以降) FAX：020-4665-8668 

郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

サプリ村野で、月一度おしゃべりしな

がら、印刷・折り込み作業しています。 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０１４／０２ 

〈２〉 

 

十
二
月
の
終
わ
り
、
隣
県
の
特
養
に
入
所
し
て

い
る
母
を
訪
ね
た
。
二
か
月
に
一
度
私
は
こ
こ
を

訪
れ
、
成
年
後
見
人
の
司
法
書
士
の
同
席
の
も
と
、

弟
と
一
緒
に
母
に
面
会
し
て
い
る
。
約
束
の
一
時

に
着
く
と
、
面
会
は
弟
の
都
合
で
翌
週
に
延
期
さ

れ
た
と
い
う
。
か
わ
り
に
個
人
的
な
面
会
を
許
さ

れ
た
。 

 

案
内
さ
れ
て
二
階
に
行
く
と
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
い
る
数
人
の
中
に
母
が
い
た
。
「
お
母
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
」。
声
を
か
け
る
と
、
不
思
議
そ
う
な

顔
を
し
て
見
上
げ
て
き
た
け
れ
ど
、「
ア
ッ
キ
ー
よ
、

娘
で
す
」。
か
が
ん
で
そ
う
言
う
と
、
身
内
の
も
の

だ
と
母
は
思
っ
て
く
れ
た
よ
う
だ
。 

 

母
の
個
室
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
引
き

戸
式
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
す
ぐ
左
が
ト
イ
レ
。

ベ
ッ
ド
、
整
理
ダ
ン
ス
、
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
二
脚
が
置
か
れ
た
室
内
は
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲
気

だ
。
こ
こ
で
母
は
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
…
…
。 

 

細
く
縮
ま
っ
た
母
の
肩
に
手
を
や
っ
て
、
背
中

を
な
で
、
髪
を
な
で
た
。「
お
母
さ
ん
、
元
気
そ
う

で
よ
か
っ
た
」。
そ
う
言
う
と
、
う
れ
し
そ
う
に
目

が
輝
い
た
。
母
の
瞳
は
、
薄
い
茶
色
だ
。
ま
つ
げ

は
長
く
、
二
重
ま
ぶ
た
。
こ
ろ
こ
ろ
転
が
る
よ
う

な
お
転
婆
の
面
影
が
瞳
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
最
初
見
か
け
た
時
と
は
全
然
違
う
表

情
だ
。
「
お
母
さ
ん
、
き
れ
い
よ
」
。
思
わ
ず
そ
う

言
っ
た
。 

 

母
は
容
姿
に
ひ
ど
い
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
っ

た
。
三
つ
上
の
姉
が
色
白
の
京
美
人
だ
っ
た
の
で
、

「
そ
れ
に
比
べ
て
、
お
前
は
不
細
工
」
と
父
親
に

よ
く
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。「
不
細
工
だ
け
ど
、
頭
は

い
い
」。
祖
父
は
、
自
分
の
言
葉
が
娘
の
心
に
ど
ん

な
種
を
ま
い
た
か
、
想
像
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ

う
か
。
戦
時
下
に
青
春
を
送
っ
た
母
は
、
女
子
専

門
学
校
卒
業
後
、
女
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
。
戦

後
結
婚
し
家
庭
に
入
っ
た
が
、
夫
の
病
気
で
復
職
。

夫
の
病
が
癒
え
た
後
も
、
一
人
息
子
を
事
故
で
失

う
ま
で
中
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
。
世
間
的
に

い
え
ば
、「
自
立
し
た
職
業
女
性
」
だ
。
け
れ
ど
誰

か
に
ほ
め
ら
れ
る
と
、「
私
は
不
細
工
」
と
い
う
言

葉
が
母
の
口
を
つ
い
て
出
た
。 

 

娘
の
目
か
ら
見
る
と
、
母
は
「
フ
ァ
ニ
ー
フ
ェ

イ
ス
」
で
モ
ダ
ン
な
顔
立
ち
だ
。
白
黒
の
若
い
母

の
写
真
の
中
に
は
、「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
の
オ
ー
ド

リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
そ
っ
く
り
に
見
え
る
も
の

が
あ
る
。
父
は
オ
ー
ド
リ
ー
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
の
こ
と
、
き
れ
い
だ
と
思
っ
た
の

ね
？
」
あ
る
時
父
に
聞
く
と
、「
思
っ
て
て
も
、
そ

ん
な
こ
と
言
え
る
か
っ
！
」
真
っ
赤
に
な
っ
て
父

は
言
っ
た
。 

 
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
母
に
言
っ

た
。 

「
お
母
さ
ん
、
き
れ
い
よ
。
不
細
工
だ
な
ん
て
、

ど
う
し
て
言
う
の
？ 

神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
い

の
ち
は
、
み
ん
な
美
し
い
」
「
そ
う
ね
…
…
」
「
そ

う
そ
う
、
先
週
お
誕
生
日
で
九
十
に
な
っ
た
の
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
九
十
歳
の
お
母
さ
ん
は
、

と
て
も
美
し
い
。
八
十
九
ま
で
の
『
不
細
工
な
私
』

は
、
さ
よ
う
な
ら
。
九
十
か
ら
は
、
美
し
い
私
！ 

過
去
は
み
ん
な
捨
て
て
い
こ
う
」「
い
や
や
ぁ
、
も

っ
た
い
な
い
～
～
」「
じ
ゃ
、
い
い
思
い
出
だ
け
持

っ
て
、
嫌
な
こ
と
は
全
部
捨
て
よ
う
。
ね
っ
！
」 

 

才
能
に
あ
ふ
れ
た
母
に
は
、
と
て
も
か
な
わ
な

い
。
娘
の
私
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
末

息
子
が
思
春
期
に
つ
ま
づ
い
た
時
、
母
は
問
題
を
直

視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
い
つ
か
よ
く
な
る
」
と
願

う
だ
け
で
無
力
だ
っ
た
。
夫
が
築
い
た
財
産
を
使
い

果
た
し
、
し
が
み
つ
い
て
く
る
息
子
と
ま
も
り
た
い

と
願
う
母
の
相
克
は
、
母
が
認
知
症
に
な
っ
て
よ
う

や
く
解
か
れ
た
。
成
年
後
見
が
つ
い
て
い
る
の
は
、

母
の
権
利
を
ま
も
る
た
め
だ
。
年
金
収
入
の
母
の
場

合
後
見
人
の
報
酬
は
わ
ず
か
だ
が
、
行
政
や
福
祉
の

支
援
者
が
動
い
て
く
れ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神

で
引
き
受
け
て
く
れ
る
司
法
書
士
が
見
つ
か
っ
た
。

先
に
亡
く
な
っ
た
夫
の
遺
族
年
金
に
加
え
て
教
師
時

代
の
自
分
の
年
金
も
あ
る
の
で
費
用
面
で
も
問
題
な

く
、
比
較
的
入
り
や
す
い
個
室
の
特
養
に
入
所
で
き

た
。
そ
こ
で
健
康
と
安
全
を
ま
も
ら
れ
て
い
る
。
娘

の
私
は
二
か
月
に
一
度
面
会
に
行
く
だ
け
で
、
何
の

心
配
も
な
い
。
レ
ク
で
歌
を
歌
い
、
外
出
時
に
は
喜

び
、「
あ
り
が
と
う
す
み
ま
せ
ん
」
を
繰
り
返
す
母
は
、

施
設
に
と
っ
て
手
の
か
か
ら
な
い
入
居
者
で
あ
る
よ

う
だ
。 

 

長
男
の
事
故
死
、
長
女
と
次
男
の
誕
生
、
次
男
の

登
校
拒
否
、
家
庭
内
暴
力
、
引
き
こ
も
り
…
…
。
私

の
生
ま
れ
た
家
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
け

れ
ど
、
そ
れ
ら
は
も
う
す
べ
て
過
去
の
こ
と
だ
。 

「
お
母
さ
ん
は
美
し
い
よ
。
九
十
に
な
っ
た
の
だ
か

ら
、
過
去
の
嫌
な
こ
と
は
全
部
手
放
そ
う
よ
…
…
」
。

母
に
か
け
た
言
葉
は
、
実
は
私
自
身
に
い
ち
ば
ん
必

要
な
言
葉
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
） 

心
に
抱
く
言
葉

は
、「
人
生
の
勝
利
者
に
な
る
」。
現
実
は
厳
し

い
け
れ
ど
、
地
を
這
う
よ
う
に
一
歩
ず
つ
。
は

る
か
高
み
を
め
ざ
し
ま
す
。 

言いたい放題！ アッキー28号（１）       九十歳の誕生日に 



（とれぶ出版部）           ＬＩＰ ２０１４／０２ 

〈３〉 

 まず、なにはともあれ、お手元のＰＣまたはスマ
ホなどで Amazon http://www.amazon.co.jp へ
行き、「とれぶ出版部」で検索してみてください。 
 上の図のように、３冊の電子書籍がヒットするは
ずです。 

■「春へまっすぐ」 松ゆうき著 
■五行歌自選小歌集 「緑の星」 桑本明枝著 
■「天正の謎」 鶴島昭雄著 
 これが、とれぶ出版部で作成・販売を開始した電
子書籍です。一気に３冊！ 
 いずれも、枚方市在住の方の原稿を、電子書籍化
しました。 
 スマートフォンまたはタブレットＰＣがあったら、
キンドルアプリ（無料）を入れれば読めます。本の
10％くらいまで読める「試し読み」もできるのでぜ
ひ、お試しあれ。 
 
 これらの電子書籍は、極少出版で100～200冊の紙
の本として出版してきたものを、電子書籍の形式に
変換して出版したものです。 
 五行歌自選小歌集 「緑の星」は2010 年に計100
冊ほど。 
「春へまっすぐ」は、昨年末に計200冊。 

 いずれも、まだ在庫があります。 
「天正の謎」は、現在、紙の本を製作中。２月くら
いに200冊を販売開始予定です。 
 紙の本でAmazonなど書店で売り出すのはハード
ルが高いのですが、電子書籍であれば、わたしたち

フツーの市民の本を販売し、作家の仲間入りするこ
とができます♪ これでたくさんの方に読んでもら
えることができれば、うれしい限りです。 
 
 電子書籍で販売するメリットは、在庫を持つ必要
がないことです。そのため、維持費なしで、いつま
でも売り続けることができます。 
 しかも、有名作家の作品とならんで、自分の作品
を全国の人にみせることができます。日本だけでな
く、米国アマゾンやドイツアマゾンなど、世界中の
サイトでも展示されます。もちろん、どれだけ売れ
るかは不明ですが、スタートラインに立つことはで
きます♪ だれもが自分（たち）の言いたいことを
本のかたちで発表できるようになれば良いなと思っ
てます。 
 あなたもアマゾンデビューしてみませんか♪ 

（├ とれぶ出版部  わたなべ） 

〝プロでもない、素人でもない、マニアだからできること〟 

♪極少出版を実践しています♪ 

◆連絡先 books＠love-dugong.net（とれぶ出版部） 

◆ブログ http://torebooks.sblo.jp/ 



（地域密着型情報紙ＬＩＰの紹介）   ＬＩＰ ２０１４／０２ 

〈４〉 

 地元密着型情報紙『ＬＩＰ』（りっぷ）

は、３つの星を冠った「ＬＩＰ」という左

上のロゴが目印。Ａ４サイズ・８頁、毎月

末の発行で枚方市を中心に、協力店や近隣

市の施設などに無料配布されています。第

1号の発行は、2005年８月。それ以前から

地元発の雑誌を作っていた人たちの呼び

かけに応えて、教師、会社員、高校生など

数人が集まり、地元発の情

報紙発行の活動が始まり

ました。ちなみに、ＬＩＰ

とは、Local Information 

Paperという単語３つの頭

文字をとったもの、「地域

の情報紙」そのものズバリ

です。 

 毎号の紙面は、メンバー

が集めてきた地元の情報

や、つながりで寄せられる

団体や個人の活動の紹介や、思いの詰まった文章、

そして地元で行われるイベントの案内などです。活

動の輪が広がると共に、エッセイやブログ連動の連

載記事、最近は五行歌（ごぎょうか：五行で書く詩）

の欄ができたり、個性豊かなイラストを提供してく

れる人が増え、紙面も充実してきています。メンバ

ーの中に障害児の親や福祉関係の仕事をしている人

が多いことから、福祉や障害児教育に関する話題も

よく掲載されます。 

 活動にかかわるメンバーは約 20 人、20 代から 70

代の「老若男女」です。記事を書く人、イラストを

寄せてくれる人、編集する人、印刷作業に参加する

人、たくさんある配布協力店舗や施設に配る人、メ

ンバーがそれぞれできることを分担し、毎月の発行

ができます。情報のやり取りは、パソコンでのメー

リングリストで行い、メンバーが出会うのは、毎月

最終日曜午前の印刷作業時です。枚方市村野西町に

ある市の施設、サプリ村野で、数人のメン

バーで印刷・折り込みをして、その後紙面

の振り返りと、来月号についての相談をし

ています。 

 

 私自身は、創刊第１号発行の際に自閉症

の息子が養護学校から地域の小学校に転

校したことを２頁の記事に書かせてもら

い、その後も書き手として

かかわっているうちに楽

しくなって、配布や印刷の

作業にも、時には息子と共

に参加しています。月末の

印刷の日が近づいても、記

事がなかなか集まらなか

ったり、このままでは発行

できないのでは……！？ 

ドキドキすることもある

のですが、毎月発行できて

いるのはすごい！ 身内ながらそう思っています。 

 おかげさまで昨年11月末に100号を発行、今月号

で通算103号になります。隔月で1000部または1250

部発行している資金は、読者の方からの「応援団」

カンパと、小口の助成金等です。こちらの方も「ほ

んまに、よう 100 号も続けられたね～」と感心する

ほどの「脆弱さ」ですが、それなりがんばって、試

行錯誤で楽しくやっています。 

 

『ＬＩＰ』のこれまでの紙面は、ホームページで簡

単に見ていただけますので、どうぞ一度ご覧になっ

てください。また、皆様方の活動や情報で「こんな

ことを伝えたい」ということがあれば、ぜひ編集局

までお寄せいただければうれしいです。 

（├ ＬＩＰ編集局  豊髙明枝） 

ホームページ http://love-dugong.net/lip/ 

サプリ村野で、月一度おしゃべりしな

がら、印刷・折り込み作業しています。 



（ＬＩＰな人々）           ＬＩＰ ２０１４／０２ 

〈５〉 

イ
ク
マ
→ 

落
合
正
弥
→ 

合
田
享
史
→ 

松
瀬
功
季
→ 

鶴
島
緋
沙
子
→ 

わ
た
な
べ
→ 

平
井
由
恵
→ 

西
出
真
美
→ 

豊
髙
明
枝
→ 

井
村
惠
美
→ 

野
添
か
お
り
→ 

山
本
節
子
→ 

小
磯
ふ
み
→ 

小田川 徳男 ← 若林利行 ← 小森文恵 ←手塚美子 ← 

 私が一昨年来ＬＩＰに“枚方の歴史”や大阪

のお話などを書く様になりましたのはひょんな

事からでした。 

 私が枚方の“ラポール”で或る団体の書類を

印刷しようとした時に、たまたまＬＩＰ編集局

の渡辺さんが小冊子の印刷をされていました。 

 私は昔から冊子の作成については興味があり

ましたので色々と冊子の作り方を教えて貰いま

した。その話の中で私が“枚方の歴史”を或る

団体の機関紙に掲載している事に話が広がり、

その原稿を少し手直ししてＬＩＰに掲載する事

になりました。 

 それ以来あまり知られていない枚方の歴史的

史跡の写真に古典文学に書かれている文章等を

織り交ぜて隔月毎にＬＩＰに掲載して頂く事に

なりました。 

 本当に世の中は何が機会で開けるか判らない

ものです。 

 無料で掲載して頂くのは心苦しいので

ＬＩＰ作成の時にささやかなお手伝いを

と、毎月折り込みのお手伝いをする事に

しました。 

 毎回作成しながらの雑談は楽しく、最

近では月一回の楽しく語れるその時間が

待ち遠しくなりました。 

 今後も大阪弁のお話や、昔から多く使

われていた大阪の“しゃれ言葉”など読

んで笑えるお話を書いてみたいと思って

おります。皆さんに読んで笑って頂ける

だけで満足です。宜しくお願いします。 

文／小田川 徳男  

ＬＩＰって毎月出てるみたいだけど、いったいどんな人たちが作っ

てるんだろう？ ときどき耳にするそんな疑問にお答えしちゃおう！ 

というコーナーです。 

今月は、「枚方の歴史」「大阪の歴史」などを書いていただいている

小田川 徳男さんです。 

小
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（五行歌）              ＬＩＰ ２０１４／０２ 
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（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１４／０２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

みんなでつくる広場「ちょこっと」２月のイベント 
 
2/1（土）10時～12時 脳トレ 200円（午後は介護相談）
2/2（日）13時半～15時半 アコーディオンライブ 300円 
     場所：楠葉野田区公民館 
2/4（火）14時～15時半 習字サークル 100円 
2/5（水）12時～トックスープ（韓国のお雑煮）200円 
2/11（火）遊びの広場（昔遊び）100円 
2/15（土）13時半～ 絵手紙サークル 200円 
2/16（日）10時～14時 バザー 
2/18（火）14時～15時半 習字サークル 100円 
2/19（水）13時半～ 五行歌 100円 
2/23（日）13時半 みんなで歌おう・誕生会 
     参加費 300円（コーヒー・ケーキ付） 
2/24（月）13時半～15時 はがき絵 200円 
2/28（金）10時～12時 健康広場 200円 
     場所：ちょこっと2階 
3月予告 
3/1（土）10時～12時 脳トレ 200円 
 
※自転車修理は下記に電話でご相談下さい 
お問合せ 072-856-9439 080-3916-9147（山本） 
ホームページhttp://tyokotto.justhpbs.jp/ 

無添加石けん商品＊２月３月の販売予定！ 
 
・２/１（土）くずはのパン屋さん「マームベランダ」さんで
定期販売（10時～14時） 
・２月３日と３月３・１０・３１日に枚方市役所前でバザーを
行います（10時半～13時） 
 
お近くに来られた際には、ぜひお立ち寄りくださいませ。 
みんなでお待ちしております！ 
 
連絡先：障害者労働センター ℡ 072-848-0508 

【 製本作業ボランティア募集 ♪ 】 
自分たちの知恵と力で、自分たちの本を出版してみませんか。 
1～200部程度の極少出版を実践しています。 
作業を手伝ってみたい方募集しています。 
作業は不定期に行っています。ボランティア登録していただく
と、人手が必要なときに、メール等で参加募集させてもらうシ
ステムです。 
 

申込み・お問合せ：とれぶ出版部 
E mail  books＠love-dugong.net 

止めよう！子どもを戦場に送る国づくり 
許すな！「日の丸・君が代」強制 

教育の国家支配に反対する２．１１大阪集会 
「建国記念の日」反対！ 

日時：２月11日（火）13：30～16：30（その後デモ） 
場所：大阪市立西区民センター 
   （地下鉄 千日前線「西長堀」駅 ⑦番出口100m） 
   （地下鉄 鶴見緑地線「西長堀」駅 ③番出口100m） 
講演：三宅晶子さん（千葉大学教授） 
『思想・良心の自由と教育の現在―ドイツ・日本の思想弾圧と
戦後「想起の文化」を検証しつつ－』 
資料代：700円 
主催：「日の丸・君が代」強制反対・不起立処分を撤回させる
大阪ネットワーク 

音楽でリフレッシュ！ 
～思いっきり声を出して歌ってみませんか！～ 

日時：２月11日（火）14：00～ 
場所：サンプラザ生涯学習市民センター ５階視聴覚室 

日時：２月22日（土）13：00～ 
場所：南部生涯学習市民センター ２階音楽室 

参加費：500円（初回無料） 
申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

枚方市教委との話し合い 
 
日時：２月２０日（木）午前１０時 
場所：きらら教育委員会 
主催：枚方自閉症児（者）親の会 

【参加者募集】 
子ども情報研究センター障害児の生活と共育を考える部会 
＆公教育計画学会インクルーシブ教育部会 合同シンポジウ
ム 
 
   「障害者差別解消法とインクルーシブ教育」 
 
■講演 「障害者差別解消法を活かすために」 
              一木 玲子（筑波技術大学） 
■シンポジウム 
 コーディネーター： 堀 正嗣（子ども情報研究センター） 
 パネラー： 当事者、教師など 
 まとめとアピール： 堀 智晴（常磐会学園大学） 
 
■日時 ３月１日（土）13時30分～16時45分（受付13時～） 
■場所 ＨＲＣビル(愛称：AIAIおおさか) 4階研修室 
  JR環状線「弁天町」駅北口、地下鉄中央線「弁天町」駅 
  4番出口より、北東へ700m(徒歩10分) 
  ＊ＨＲＣビル、近隣にコインパーキングあり。 
  ・休日のため、ビル入り口の自動扉が開きません。 
   通用口あるいは、スロープからお入り下さい。 
  ・車いす用トイレは９Fにあります。多目的トイレ（簡易 
   ベッド付）は、当ビルにはございません。 
■参加費 一般 1,000円  会員 500円 
     ＊18歳未満、介助者は無料 
■定員 80名(先着順受付) 
     ＊子どもさん連れでも、ご参加いただけます。 
■主催 子ども情報研究センター／公教育計画学会インクル
ーシブ教育部会 
 
■参加お申込・お問いあわせ 
      子ども情報研究センター事務局 
      TEL 06-4708-7087／FAX 06-4394-8501 
      メール yamazaki＠kojoken.jp 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 103 号 今号の発行部数 1000 部］ 

次号（３月号）は、２月２３日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
枚方市 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 
☆ 北河内ボランティアセンター  [磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアーサロンかわむら  [長尾東町3-1-4  072-859-1601（予約優先）] 
☆ ソーイングの店 みなよし  [香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび 

 [南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 割烹 千鳥  [岡東町12-13 ひらかたさんぷらざＢ１Ｆ  072-843-8114] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ 社会福祉法人 心愛  心学塾作業所 [大峰元町１丁目21-5  072-859-9194] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ 全労済大阪府本部 共済ショップ枚方 [大垣内町2-10-4宮村第三ビル3F  072-804-5550] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [堤町10-12  072-843-1525] 
☆ マイウェイひらかた ワーク草笛 [藤阪天神町3-1  072-808-2031] 
☆ たかはま歯科医院 [津田駅前2丁目17-1-108  072-896-1180] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 枚方市野外活動センター [穂谷4550番地  072-858-0300] 
☆ 社会福祉法人くにみ会「清水園」 [津田873-2  072-896-1600] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [車塚1-1-1] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ ぶらっとホーム・すがはらひがし [藤阪東町3-1-11  072-859-5005] 
☆ とくふうホーム [大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [中宮東之町15-12 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
 
 
 
 
 
 
 
 

そのほか 
☆ 龍谷大学 深草学舎ボランティア・ＮＰＯ活動センター 

 [京都市伏見区塚本町深草67  075-645-2047] 
☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ ＮＰＯ法人 ゆいむ（結夢） [交野市私部７丁目12-58 072-810-7880] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所 市長公室 [交野市私部1丁目1-1] 
☆ きさいち植物園ファンクラブ事務局 [交野市私市7-19-14  072-894-0840] 
☆ わくわく科学館 [交野市私市6-10-2  080-3819-7292] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ 福山すこやかセンター内 ボランティア活動センター [福山市三吉南2-11-22  084-928-1346] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 

イラスト 表紙：平井由恵 
         P.6：よし美 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

28,423 前号から繰り越し 

1,000 応援団 

12,000 広告代 

▼120 郵送代 

▼500 １月ロッカー代 

▼3,910 １月号紙代 印刷代 

36,893 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます！ 

 

関山域子さん 

 

■エッセイ『言いたい放題！ アッキー28号』

を今号から連載開始しました。以前、同名の

人気ブログと連動して長期連載していました

が、装いを新たに、読み切りのエッセイとし

て隔月掲載の予定です。乞うご期待♪ 

■今号４ページに掲載したＬＩＰ編集局の紹

介記事は、他の団体さんから依頼されて作っ

た紹介記事の転載です。ＬＩＰ自体のまとも

な紹介ってあまりやってなかったかも、と思

い、本紙でも掲載させてもらいました。 

■ずいぶん前からやりたいと思っていた、電

子書籍によるアマゾンデビュー、ついに果た

せました。スマホでも読めますので、ぜひ読

んでみてくださいませ。また、本を作ってみ

たい方がおられましたら、いっしょにチャレ

ンジしてみませんか。連絡お待ちしてます！ 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民

が印刷し、市民が配布する地域密着型情報紙

です。いつでも原稿やボランティアを募集し

ています♪ （ｗ） 


